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本報告 では、 韓国 に進 出した 日系新 宗教 のひ とつで ある世 界救 世教 に 焦点 を当て 、 そ の

教団運 営のメ カニ ズム につい て、 宗 教経 営学 の視点 から考 察す る。  

世界救 世教は、1935 年に岡 田茂吉 によ って 設立さ れた新 宗教 教団 であり、そこか ら多 く

の分派 が生ま れた。1964 年、同 教団 は韓国 に伝播 し 、そ の後い く つかに 分派し た。世 界 救

世教に おいて 、「 浄霊 」と 呼ばれ る宗 教実践 が 最も 重要視 さ れ てい る。浄霊は 、もと もと 岡

田茂吉 だけが 行使 でき る宗教 実践だ った 。し かし、 後にそ の テ クニ ック が 一般信 者に 開放

される ように なっ た。 この 浄 霊の開 放 は 、分 派の 重 要な要 因で ある と考え られる 。  

そこで 本報告 では、「 秘密の マネジ メン ト」という 視点か ら、韓国 におけ る世界 救世 教の

教団運 営につ いて 考察 する。  
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This paper attempts to analyze the management system of Sekai Kyusei Kyo in South 

Korea from the perspective of the management studies of religion. 

Sekai kyusei Kyo  was founded by Mokichi Okada in 1935. Many sects have sprung up 

from the religion. In 1964, Sekai Kyusei Kyo  was imported from Japan to South Korea. Later, 

its main religious body was divided into several groups. In Sekai Kyusei Kyo , a spiritual 

healing technique called Jorei is the most important religious practice. Originally, Mokichi 

Okada was the only person who could practice Jorei.  Afterward, the technique of Jorei  was 

opened to rank and file believers. It is considered that the disclosure of Jorei  is a critical 

factor of the schism of Sekai Kyusei Kyo .  

In this paper, I will explore the management system of Sekai Kyusei Kyo  in South Korea 

from the view of the “management of secret.” 


